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１　事業概要 ５　事業説明
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SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ
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　　保有する３機の警察ヘリコプターを運航するために
　必要な維持管理を適正に実施し、ヘリコプターの特性
　を活かした警察活動を推進する。

（1） 契約差金による減額
　　ア　維持管理経費       　　　　　　△4,602千円
　　イ　活動関係経費     　　　　　　　　△271千円
 　 ウ　むさし機体更新に伴う物品の購入 △2,771千円

 (2)　執行節減による減額
　　ア　維持管理経費　　　　 　 　　　　　△93千円
　　イ　活動関係経費　　　　　　　　　　　△33千円

（1） 事業内容
　　ア　維持管理経費
　　　　定期点検用消耗品、修繕料、無線機及び予備品点検手数料等
　　イ　活動関係経費
　　　　ヘリコプターテレビシステムの借上料、整備用資機材購入費、航空燃料等
　　ウ　特別点検経費
　　　　整備マニュアルに規定される特別点検の実施にかかる経費
　　エ　むさし機体更新に伴う物品の購入
　　　　法定点検に必要な定期点検用部品及び特殊工具等の整備経費
　　オ　むさしヘリテレ機上設備装備
　　　　Ｒ４、５の債務負担行為で購入するヘリテレ機上設備装備の購入経費

（2） 事業計画
　　ア　ヘリコプター３機（むさし・さきたま・みつみね）の運航・管理
　　イ　ヘリコプターの予備品点検
　　ウ　ヘリコプターテレビシステムの効果的運用

（3） 事業効果
　　　適正な維持管理を行うことで、安全の維持と機体寿命の延長を図り、ヘリコプターの特性を活かした警察活動を
　　実施する。

 (4)　補正予算の概要
　　　契約差金による減額、執行節減に伴う減額

２　事業主体及び負担区分
　 （国5/10・県5/10）、（県10/10）

３　地方財政措置の状況
　　普通交付税（単位費用）
　　（区分）警察費　（細目）警察管理費
　　（細節）装備費
　　（積算内容）都道府県警察費補助金対象経費(1/2)

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　　なし

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額国庫支出金 県　債

決定額 △7,770 △2,000

現計額 494,282 89,786 61,000 343,496

― 警察本部 19 ―

県民の暮らしの安心確保

△5,770 486,512

防犯対策の推進と捜査活動の強化



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 4,602千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

需用費 △93 ― 執行節減（消耗品費）

役務費 △4,317 ― 契約差金（点検手数料）

負担金、補助及び交付金 △192 ― 契約差金（講習費用）

合計 △4,602 ―

単位事業名 予算額 △ 364千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

需用費 △30 ― 執行節減（消耗品費）

役務費 △3 ― 執行節減（郵送料）

委託料 △331 ― 契約差金（訓練委託料）

合計 △364 ―

事業内訳書

ヘリコプター活動経費

維持管理経費

主な内容

活動関係経費

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 △ 2,804千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

備品購入費 △2,804 ― 契約差金（ヘリ整備用備品購入費）

合計 △2,804 ―

むさし機体更新に伴う資機材の購入

主な内容


